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神谷恵子　作詞曲

愛知子どもの幸せと平和を願う合唱団　
2025創作合宿

2024夏　長崎にて
　　　　片足鳥居のうた

小高い丘の社(やしろ)には
りりしくそびえる片足鳥居
8月のあの日の姿そのままに

その　からだに触れると語り出す　　
はるか昔の賑わいを
　子ども達の鬼ごっこ
　お母さんのおしゃべり　　
　輝くひとみ　きらめく命

そして砕けたからだで語り出す　　
すべてなくした8月を
　音の無い白黒だけの町に
　たたずんで
　帰っておいで　戻っておいで
　と、待ち続けた
今、
駆け寄るの子どもの笑顔に
片足鳥居は包まれている
安らかな浦上の町をみおろして
「私を見よ」と背伸びして
「あの悲しみを忘れないで」と
　　語り続ける


